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平成２１年度 敦賀発電所年間保守運営計画について 

 

当社は、敦賀発電所年間保守運営計画を、以下のとおり策定いたしましたのでお知らせ

します。なお、本計画については、安全協定に基づき福井県、敦賀市及び美浜町に連絡し

ております。 

 

１． 運転計画（図－１参照） 

 （１）運転計画 

敦賀発電所１号機（以下、１号機という）の設備利用率は６０．７％（時間稼働率は 

６３．０％）、敦賀発電所２号機（以下、２号機という）の設備利用率は８７．３％（時

間稼働率は８９．３％）を計画しています。 

 （２）定期検査計画 

１号機は平成２０年１１月７日から平成２１年８月中旬まで、第３２回定期検査を行う 

計画です。 

２号機は平成２２年２月２１日から平成２２年７月上旬まで第１７回定期検査を計画して

います。 

 （３）燃料取替計画（定期検査時） 

１号機は第３２回定期検査において、５６体を新燃料に取替える計画です。 

２号機は第１７回定期検査において、７２体を新燃料に取替える計画です。 

 

２． 原子炉設置変更許可申請計画 

原子炉等規制法に基づく「原子炉設置変更許可申請」については、１，２号機ともに

今年度の計画はありません。 

 

３． 主要設備の増設・改造工事計画（表－１参照） 

主要設備の増設及び改造工事を表－１のとおり計画しています。 

  
 

平成２１年 ４月１７日

日本原子力発電株式会社



 

 ２ 

４． 燃料輸送計画  

（１） 新燃料 

１号機、２号機共に今年度の輸送計画はありません。 

（２） 使用済燃料 

１号機は今年度の輸送計画はありません。 

２号機は平成２１年度第１四半期に５６体の使用済燃料を輸送する計画です。 
 

号機名 輸送体数 搬出先事業者名 輸送時期 

２号機 ５６体 
日本原燃㈱ 

六ヶ所再処理工場 
第１四半期 

（注）輸送体数、時期は変更されることがあります。 

 

５． 低レベル放射性固体廃棄物輸送計画 

今年度計画はありません。 

  

以  上 

 



図－１　平 成 ２１年 度 運 転 計 画

年月 平成２１年 平成２２年 稼働率

号機 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 利用率

１

63.0%

号
　
　
機 60.7%

２

89.3%

号
　
　
機 87.3%

３

第32回定期検査

定格熱出力一定運転

第17回
定期検査

定格熱出力一定運転
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表－１ 主要設備の増設・改造工事計画  

 
号 機 件   名 工 期 概   要 

１号機 取水系構造物耐震裕度向

上工事 

（取水系構造物補強工事） 

 

 

 

 

（平成２１年２月４日発表済） 

 

平成１９～ 

２１年度

 

  

既設設備の耐震裕度を一層向上させるため、取水

系構造物について、地盤改良、金属製の矢板等によ

る補強工事（平成１９年度から平成２１年度）を行い、

循環水ポンプ廻りについては地盤改良工事（平成２０

年度から平成２１年度）を行います。 

格納容器冷却海水系配管廻りについては、当初、

埋設された配管廻りの地盤改良等による補強工事を

行う計画でしたが、地震時の配管支持機能を一層強

化するため、鋼管杭による配管基礎を設置し、その上

に新設配管を敷設する工事（平成２０年度から平成２

１年度）を行います。 

（参考図－１）

１号機 耐震裕度向上工事 
（支持構造物補強工事） 
 
（平成２０年１１月６日発表済） 

 

平成２０～ 

２１年度

 (第３２回定期

検査時) 

既設設備の耐震裕度を一層向上させるため、第３２

回定期検査にて原子炉再循環系等の配管や原子炉

保護系等のケーブルトレイ及び電線管のサポートを強

化します。 

（参考図－２）

１号機 使用済燃料貯蔵ラック耐

震裕度向上工事 
（支持構造物補強工事） 
 
 
（平成２０年４月１７日発表済） 

平成１９～ 

２２年度

既設設備の耐震裕度を一層向上させるため、使用

済燃料貯蔵池内に設置されている使用済燃料貯蔵ラ

ックの取替えや、補強梁の追加等による補強を行いま

す。本工事は平成１９年度から現地調査を実施してお

り、本年度も引き続き現地調査を行います。 

また、工事に必要な諸手続きを行うと共に、準備作

業として使用済燃料貯蔵池内の保管物品の整理を行

い、準備が整い次第、工事を開始します。 

（参考図－３）

２号機 化学体積制御系充てん配

管撤去工事 

平成２１～ 

２２年度

 (第１７回定期

検査時) 

高サイクル熱疲労割れ（温度揺らぎによる疲労）に

対する信頼性向上の観点から、充てん配管を２系列

から１系列に変更する工事を行います。 

この工事では、充てん配管に高温環境下で応力腐

食割れを起こす可能性のある芯金を用いた曲げ加工

配管が用いられていることから、既存の２系列を撤去

し、新たに芯金を使用しない曲げ加工配管を用いた１

系列を設置します。 

           （参考図－４）

 



５ 

 

号 機 件   名 工 期 概   要 

２号機 格納容器再循環サンプス

クリーン改造工事 

平成２１～ 

２２年度

 (第１７回定期

検査時) 

原子力安全･保安院文書に基づき､一次冷却材喪

失事故時における格納容器再循環サンプスクリーン

の有効性評価を実施した結果を踏まえ､事故時におけ

る非常用炉心冷却設備の機能維持を図るため、スク

リーン表面積を拡大した仕様のものに取替えます。 

また､スクリーンを通過した微小な異物が、一次冷

却材系Ａ～Ｄループに接続されている安全注入系の

圧力・流量を調整するための手動調整弁の弁体と弁

座部の間で閉塞する可能性があることから、手動調

整弁の開度を増加させ異物による閉塞を防止するた

めに、手動調整弁下流側にオリフィスを設置します。 

（参考図－５）

２号機 耐震裕度向上工事 

（代替放水路設置工事） 

 

（平成２０年４月１７日発表済） 

平成２０～ 

２３年度

  

放水路のトンネルについて、浦底断層を横断しない

ように代替放水路を設置（ルートの変更）します。平成

２０年度に実施した地質調査等の結果を踏まえ、関係

箇所との調整等を行ったのち、工事を実施します。 

（参考図－６）

１，２号

機共通 

耐震裕度向上工事 

（地震随伴事象対応工事） 

 

（平成２０年４月１７日発表済） 

 

平成２０～ 

２２年度

既設設備の津波対策として、１号機、２号機の取水

系構造物に海水貯水堰及び海水貯水槽を設置（平成

２０年度から平成２１年度）します。 

また、地震時における１号機、２号機原子炉建屋背

後斜面の安定性を向上させるため、アンカー等により

補強（平成２０年度から平成２２年度）します。       

（参考図－７）

１，２号

機共通 

耐震対応強化工事 

（新潟県中越沖地震対応

工事） 

 

 

（平成２０年４月１７日発表済） 

平成２０～ 

２２年度

新潟県中越沖地震の対応として、消火水源である

ろ過水タンクの耐震補強や消火用水タンクの設置、屋

外消火配管の地上化、耐震性防火水槽の設置、所内

変圧器近傍に火災監視用カメラの設置、及び緊急時

対策本部の移設等（平成２０年度から平成２２年度）を

行います。 

また、発電所にて収録された地震データを本店に自

動転送する機能、バックアップ用現場収録型地震計を

増設するとともに、２号機については、地盤用地震計＊

を併せて増設（平成２０年度から平成２１年度）しま

す。 

（参考図－８）

 

 



 

６ 

参考図－１

（１号機）取水系構造物耐震裕度向上工事 
（取水系構造物補強工事） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 既設設備の耐震裕度を一層向上させるため、取水系構造物について、地盤改良、金属製の矢板等

による補強工事（平成１９年度から平成２１年度）を行い、循環水ポンプ廻りについては地盤改良

工事（平成２０年度から平成２１年度）を行います。 
 格納容器冷却海水系配管廻りについては、当初、埋設された配管廻りの地盤改良等による補強工

事を行う計画でしたが、地震時の配管支持機能を一層強化するため、鋼管杭による配管基礎を設置

し、その上に新設配管を敷設する工事（平成２０年度から平成２１年度）を行います。 

概 要 

概 要 図 

既設格納容器冷却海水系配管

純水貯蔵 

タンク 

取水路 

配管基礎（新設） 

サービス 

建屋 

人工 
岩盤 

岩 盤 
砂礫層等 

地盤改良 

新設格納容器冷却海水系配管 

鋼管杭（新設)

配管基礎（新設） 

工事概要図 

原子炉建屋 

取水系構造物 

格納容器冷却海水系
配管廻り 

注入外管 

地盤改良 

礫混じり砂層 

砂層砂層 

(薬液注入) 注入設備 

改良体 

(塩ビパイプ) 

循環水ポンプ 

薬液注入イメージ図

注入装置

布スリーブ

薬液注入

注入外管(塩ビパイプ)

工事概要図

循環水ポンプ廻り 

新設格納容器冷却海水系配管 

構内道路 

格納容器 

冷却海水 

ポンプ 



 

７ 

（１号機）耐震裕度向上工事 
（支持構造物補強工事） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

系統・設備名称※ 補  強  内  容 

①制御棒駆動水圧系 配管サポート改造 

②原子炉再循環系 配管サポート改造 

③原子炉停止時冷却系 配管サポート改造 

④非常用復水器系 配管サポート改造 

⑤原子炉保護系等ケーブルトレイ 

及び電線管 

ケーブルトレイ及び 
電線管サポート改造 

※：その他の系統についても追加工事の可能性がある。 

 
既設設備の耐震裕度を一層向上させるため、第３２回定期検査にて原子炉再循環系等の配管や

原子炉保護系等のケーブルトレイ及び電線管のサポートを強化します。 

概 要 

工事箇所 

参考図－２

補強イメージ図 

防振器

配 管 

防振器 
容量増加 

配 管 

改造前 改造後（例） 

防震器の容量
を 増 加 す る
か、又は新規
防震器を追加
し、配管の支
持機能を強化
する。 

改造前 改造後（例） 

サポートを追
加し、ケーブ
ルトレイの支
持 機 能 を 強
化する。 

防震器 
追加 

ケーブルトレイサポート改造イメージ図

配管サポート改造イメージ図 

主給水系（主復水器より）

系統概略図 

①制御棒駆動水圧系 

④非常用復水器系 
原子炉格納容器 

原子炉 

圧力 

容器 

主蒸気系（タービンへ）

②原子炉再循環系 

復
水
系 

③原子炉停止時冷却系 

サポート 

ケーブルトレイ 

サポート追加



 

８ 

参考図－３

（１号機）使用済燃料貯蔵ラック耐震裕度向上工事 
（支持構造物補強工事） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
＜原子炉建屋５階平面図＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 既設設備の耐震裕度を一層向上させるため、使用済燃料貯蔵池内に設置されている使用済

燃料貯蔵ラックの取替えや、補強梁の追加等による補強を行います。 
 本工事は平成１９年度から現地調査を実施しており、本年度も引き続き現地調査を行いま

す。 
また、工事に必要な諸手続きを行うと共に、準備作業として使用済燃料貯蔵池内の保管物

品の整理を行い、準備が整い次第、工事を開始します。 

概 要 

概 要 図 

イメージ図 

使用済燃料貯蔵ラックの取

替えや、補強梁の追加等に

よる補強を行います。 

改造前 

使用済燃料貯蔵ラック 

既設サポート 

補強梁 

使用済燃料貯蔵池 

改造後 

対策工法については検討段階であり、変更の可能性があります。



 
高サイクル熱疲労割れ（温度揺らぎによる疲労）に対する信頼性向上の観点から、充てん配

管を２系列から１系列に変更する工事を行います。 
この工事では、充てん配管に高温環境下で応力腐食割れを起こす可能性のある芯金を用いた

曲げ加工配管が用いられていることから、既存の２系列を撤去し、新たに芯金を使用しない曲

げ加工配管を用いた１系列を設置します。 

（２号機）化学体積制御系充てん配管撤去工事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

概 要 

    
  
  

  

Ａ蒸気発生器   
    

Ｄ蒸気発生器 
  
    

Ｂ蒸気発生器

 
 

 
Ｃ蒸気発生器

 
 

 

Ａ一次冷却材 

ポンプ 

    
Ｂ一次冷却材

ポンプ 

Ｄ一次冷却材ポンプ 
 

加圧器   
    

Ｃ一次冷却材ポンプ

 
 

 

再生冷却器 

  
  

  充てんポンプ

 

 

  
  

 

 
  

 

応力腐食割れ概要 

芯金 

芯金を使用し冷間曲げ加工した配管を

高温環境下で使用すると、配管加工時

に芯金の擦れた箇所が硬化し応力腐食

割れ感受性を有することが確認されて

います。 

＜化学体積制御系系統概略図＞ 

加圧器スプレイ配管

充てん配管（常用系）

加圧器補助スプレイ配管

  
抽出オリフィス    

充てん配管（待機系） 

弁シートリーク型熱疲労概要 

凡例 

：熱疲労対策として撤去する範囲 

：応力腐食割れ対策として取替える

範囲 

※：充てん配管の待機系は、弁シートリークが発生した場合、高圧の

低温水が一次冷却水の高温水側に流入することにより熱成層が発

生し、熱疲労が生じる可能性があります。  
分岐管 

熱疲労割れ 

懸念部位 

主流（高温水） 

 閉止弁

概 要 図 

９ 

参考図－４ 

充てん配管を１系列にすると

ともに、芯金なし冷間加工曲

げ管に取り替えます。 

応力腐食割れ 

懸念部位 



参考図－５ 

１０ 

（２号機）格納容器再循環サンプスクリーン改造工事 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
. 
 
 
 
 
 
 

 
原子力安全･保安院文書に基づき､一次冷却材喪失事故時における格納容器再循環サンプス

クリーンの有効性評価を実施した結果を踏まえ､事故時における非常用炉心冷却設備の機能
維持を図るため、スクリーン表面積を拡大した仕様のものに取替えます。また､スクリーン
を通過した微小な異物が、一次冷却材系Ａ～Ｄループに接続されている安全注入系の圧力・
流量を調整するための手動調整弁の弁体と弁座部の間で閉塞する可能性があることから、手
動調整弁の開度を増加させ異物による閉塞を防止するために、手動調整弁下流側にオリフィ
スを設置します。 

概 要 

概 要 図 

 

新スクリーンモジュール 
（22 モジュール/基） 

項目 取替前 取替後（イメージ） 

断面 

  

ろ過穴 約 3㎜角 約φ1.6 ㎜穴 

表面積 約 20m2/基 約 414m2/基（22 モジュール） 

材質 ステンレス ステンレス 

既設スクリーン 

手動調整弁



１１ 

 

 放水路のトンネルについて、浦底断層を横断しないように代替放水路を設置（ルートの変

更）します。平成２０年度に実施した地質調査等の結果を踏まえ、関係箇所との調整等を行

ったのち、工事を実施します。 

 
            

 

    

原子炉廃止措置 
研究開発センター ２号機

断層横断箇所 

２号放水路（既設）

浦底断層推定線 

代替放水路（イメージ）

 

 
 
 
 
 
 
 

（２号機）耐震裕度向上工事 
（代替放水路設置工事） 

参考図－６ 

工事内容については、変更の可能性があります。 

若
狭
湾 

概 要 

放水路現状図 



 

１２ 

参考図－７ 

（１,２号機共通）耐震裕度向上工事 
（地震随伴事象対応工事） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 既設設備の津波対策として、１号機、２号機の取水系構造物に海水貯水堰及び海水貯水槽

を設置（平成２０年度から平成２１年度）します。また、地震時における１号機、２号機原

子炉建屋背後斜面の安定性を向上させるため、アンカー等により補強（平成２０年度から平

成２２年度）します。 

概 要 

概 要 図 

補機冷却系海水ポンプ 循環水ポンプ 

格納容器冷却海水系ポンプ 

海水ポンプ室 取水路取水口 

貯水堰（新設） 

アンカー 

【工 法】 
・アンカー等による補強を行う。 

１号機南側斜面：平成２０年度から継続中 
２号機西側斜面：平成２０年度から継続中 

2 号機海水貯水槽 

１号機 

２号機 

補機海水取水トンネル 

対象斜面 
（２号機西側） 

対象斜面 
（１号機南側） 

【工 法】 
  格納容器冷却海水系ポンプの取水機能を維持
するため、コンクリート製の貯水堰を設け、引
き波時においても海水ポンプ室内に一定量の海
水を貯水します。 

【 １号海水貯水堰イメージ図 】 【 ２号機海水貯水槽完成イメージ図 】

【工 法】
 補機冷却用海水取水口前面に、鋼管矢板等に
より貯水槽を設け、引き波時においても一定量
の海水を貯水します。 

（平成２０年度から継続中） （平成２１年度より実施）

貯水槽 

けい留施設 

斜面対策イメージ図（２号機西側斜面の例） 

津波対策イメージ図 

1号機海水貯水堰

原子炉建屋 



参考図－８ 

１３ 

（１，２号機共通）耐震対応強化工事 
（新潟県中越沖地震対応工事） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 新潟県中越沖地震の対応として、消火水源であるろ過水タンクの耐震補強や消火用水タンク

の設置、屋外消火配管の地上化、耐震性防火水槽の設置、所内変圧器近傍に火災監視用カメラ

の設置、及び緊急時対策本部の移設等（平成２０年度から平成２２年度）を行います。 
 また、発電所にて収録された地震データを本店に自動転送する機能、バックアップ用現場収

録型地震計を増設するとともに、２号機については、地盤用地震計＊を併せて増設（平成２０

年度から平成２１年度）します。 

概 要 

概 要 図 

１号機 地震観測システム概略図 

データ 

収集装置 

地震計（４台） 

収録装置 

収録装置 

増設機器 

原子炉建屋 中央制御室 

バックアップ用地震計（１台）増設 

本店へ

転送 

２号機 地震観測システム概略図

原子炉建屋 原子炉補助建屋 

収録装置 

各建屋 中央制御室 

屋外 

本店へ

転送 

収録装置 

増設機器 

増設機器 

バックアップ用地震計（４台）増設

地盤用地震計（４台）増設

地震計（１１台） 地震計（４台）

＊：増設分の地盤用地震計の設置箇所は検討中 

地盤用地震計（３台）

データ 

収集装置 

変圧器火災監視用カメラ

設置箇所（新設） 

消火水配管地上化予定ルート（新設） 

消火水源タンク 

（既設ろ過水タンク）

耐震補強 

耐震性防火水槽

設置箇所（新設）

１号機 

２号機 

緊急時対策本部移設予定箇所 


